




本稿は，昨年 (2013 年) 秋に出版した「東アジアにおける新たな放送文化の創出
の可能性と課題」(佛教大学社会学部論集 57 号)」の論考を引き継いでおり，2011 年
に行った第 1次調査と同じく「日韓中テレビ制作者フォーラム」の参加者を対象に実
施した第 2 次調査 (2013 年) の結果分析と報告である。また本稿では，東アジアの
放送文化の具体的な事例として，日韓中を中心とした放送空間の変貌を，公共放送で






1．は じ め に
1. 1 本稿の狙いと第 13 回「日韓中テレビ制作者フォーラム」
本稿は，日韓中を中心とした東アジアにおける放送文化の変容の考察を目的とするもので，
昨年 (2013 年) の秋に出版した「東アジアにおける新たな放送文化の創出の可能性と課題：
『日韓中テレビ制作者フォーラム』の事例から｣(1) と連続性をもつ論考である。その連続性と
は，まず本稿のテーマの出発点である議題の素材が，前回の論文と同じく「日韓中テレビ制作
者フォーラム」という場から来ている点が挙げられる。そして，本稿は第 11 回 (2011 年) と
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を考察する試みの側面においても連続していると言える。
第 13 回「日韓中テレビ制作者フォーラム」は，2013 年 10 月 14 日から 17 日まで中国の無
錫で開催された。東アジアの代表的な 3ヶ国である日本・韓国・中国のテレビ制作関連者の集
いである「日韓中テレビ制作者フォーラム」の成立の背景や経緯，参加組織などの説明は冒頭
に記述した既刊の論文(3) において詳細に取り上げたので，ここでは昨年に行った第 2 次アン
ケートの内容とその結果の紹介から始めたい。
1. 2 アンケートの内容














・ 性別 1．あなたの性別をお知らせください。(○をつけてください) ①男性 ②女性
・ 年齢 2．あなたの現在の満年齢をお知らせください。( ) 歳
・ 居住地 (地域名) 3．あなたがお住まいの都道府県をお知らせください。( )
・ 職場および所属部局 4．あなたの現在の職場および所属部局についてお知らせください。( )
・ 経歴 5．あなたの放送関係における経歴年数についてお知らせください。( ) 年
〈本調査項目〉











①思う ②思わない：増やす ( 回／年)
③思わない：減らす (1 回／ 年) ④その他 ( )
B．日韓中テレビ制作者フォーラムの国別の参加者数は現状で良いと思いますか。
①思う ②思わない：増やす ( 人／国)
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今回のアンケートの回収数は 31枚 (日本：13名，韓国：16 名，中国：2名) であった(5)。
その 31名の年齢的な分布は，表 1 の通りである。今回 30 代〜40 代の参加者の国籍は韓国と
中国の割合が特に高かった。
なお，アンケート参加者の経歴別分布は表 2 のとおりである。経歴が 16〜20 年の人が最も






いう，韓国側のフォーラム主宰団体「韓国プロデューサー (PD) 連合会｣(6) の方針の表れである。
図 2 は，「日韓中テレビ制作者フォーラム」に参加する理由について調査した結果である。
佛教大学社会学部論集 第 59 号 (2014 年 9 月)
― 5 ―
表 1 年齢別アンケート参加者の分布
年齢 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 無回答 計
度数 6 11 4 5 3 2 31
表 2 経歴別アンケート参加者の分布
経歴 (年) 1〜5 6〜10 11〜15 16〜20 21〜25 26〜30 31〜35 36〜40 41〜45 46〜50 無回答 計











































図 7 ｢日韓中テレビ制作者フォーラム」の課題 (改善点) について
図 8 国際交流の場が設定された際に聞いてみたい関心事について






一方で図 9 の結果 (フォーラムは相互理解に役に立つ) のようなこういった参加者の意向に
反して，現在東アジアにおける越境的および国際的な交流に最も障害であると思われている点
は，「言語の壁」(61.3%) であった。その次に「国民の嗜好」が 48.4%，「過去の歴史の反省や











韓国の PD連合会の会長(7) は，フォーラムを開催する当事者 (国・運営団体) は経費と準
備などで相当な負担を抱える事になるにもかかわらず「実際にフォーラム終了後の参加者の満
























一方で「ドキュメンタリー」の場合，例えば 2009 年に行われた(8) 「公共放送であるNHK・
KBS・BBC の番組ジャンル別の視聴状況」の調査結果は，「ドキュメンタリーはどう見られて
いるか」といった視聴者の意識が読み取れる。




無論この問題は，公共放送の視聴シェアが日本は 17.3%で，韓国 (28.4%) と英国 (29.6%)
より低い点，テレビ視聴の平均時間が日本は「30 分〜1時間未満」が 71%に対して，韓国は
40% (1時間以上視聴は 57%)，英国は 20% (1時間以上視聴は 59%) であった点も考慮する
必要がある。
また「話題にする」番組ジャンル別データは表 4のとおりである。この表からまず読み取れ
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表 3 公共放送の番組ジャンル別の視聴状況 (単位：%)
日本 NHK 韓国KBS 英国BBC
ニュース・ニュースショー 80 57 70
生活情報番組 24 26 53
ドキュメンタリー 41 34 64
スポーツ番組 24 20 39
ドラマ 29 54 65
バラエティ番組 18 58 71
教養．教育番組 26 11 26
表 4 ｢話題にする」公共放送の番組ジャンル (単位：%)
日本 NHK 韓国KBS 英国BBC
ニュース・ニュースショー 64 73 79
生活情報番組 49 67 73
ドキュメンタリー 44 56 73
スポーツ番組 41 53 48
ドラマ 36 72 57
バラエティ番組 30 72 61




























2. 1 『シルクロード』(NHK) の衝撃と意義









である日本放送協会 (以下，NHK とする) と韓国の公共放送局である韓国放送公社 (以下，










早くテレビ放送が開始 (1953 年) され，本格的なドキュメンタリーシリーズ番組として『日
本の素顔』が 1957 年から始まった。以後，1980 年には本格的な「大型番組制作」の概念が定
着していた。




表 5 で一目瞭然であるように，1980 年の『シルクロード』以降，『NHK 特集』(1976 年 4

































＊『NHK特集』(1976年 4月〜1989 年 3 月) 終了⇒『NHKスペシャル』(1989 年 4 月〜現在) に変わる
1989 北極圏 12 集／驚異の小宇宙・人体 6集／太郎の国の物語 6集
1990
人間は何を食べてきたか 5集／印象派の殿堂・オルセー美術館 8集／社会主義の 20世紀 9 集
／銀河宇宙オデッセイ 11 集／大英博物館 6集
1991 電子立国・日本の自叙伝 6集／アインシュタインロマン 7集
1992
人間は何を食べてきたか・海と川の狩人たち 4 集／プラド美術館 5 集／新・日本人の条件 6集
／大モンゴル 5 集／ザ・スペースエイジ宇宙への挑戦 6集
1993 ドキュメント太平洋戦争 6集／アジアハイウェー 10 集
1994
驚異の小宇宙・人体Ⅱ 6集／日本の選択 11 集／生命・40億年
はるかな旅 10 集／始皇帝 3 集／中国 12億人の改革開放 6集
1995
阪神・淡路大地震関連 4 集／中国 12億人の改革開放 5 集／日本の選択 4 集／新・電子王国 6
集／戦後 50 年その時日本は 12 集
1996
映像の世紀 11 集／新・電子王国 3集／日本の選択 4 集／故宮・至宝が語る中華五千年 12 集／
21世紀への奔流 11 集
1997 街道をゆく 7集／日本再建 10 集／家族の肖像・激動を生き抜く 11 集／故宮の至宝 3 集
1998




紀を超えて：戦争・果てしない恐怖 4 集／世紀を超えて：絆・ともに生きる 6集／驚異の小宇
宙・人体Ⅲ遺伝子 DNA7 集／イスラム潮流 4 集
2000
世紀を超えて：いのち・生老病死の未来 6集／世紀を超えて：テクノロジー・あくなき挑戦 5
集／世紀を超えて未来世代 2集／世紀を超えて：エピローグ 3 集／四大文明 5集／激動．地中
海世界 4 集
2001 宇宙・未知への大紀行 9集／日本人はるかな旅 5 集／ 21世紀 日本の課題 8集
2002
アジア古都物語 3 集／アフリカ 21世紀 3 集／ 21世紀・日本の課題 14 集／変革の世紀 7 集／
アジア古都物語 3 集
2003 地球市場・富の攻防 10 集／子ども輝け いのち 6集／文明の道 8集／日本の課題 17 集
2004
データマップ・63億人の地球 9 集／地球大進化・46億年・人類の旅 7 集／ 21世紀・日本の課
題 11 集／ローマ帝国 3集
2005







的なドキュメンタリー『日本の素顔』を担当した吉田直哉氏であった。1974 年から 75 年まで




壮大な交流 (1) ――シルクロード―― (1975 年 3 月 27 日放送)」と「第 11 回：壮大な交流
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表 5 NHK大型番組制作 30 年の歩み (続き)
2006
ドキュメント北朝鮮 3 集／ラストメッセージ 6集／シリーズ同時 3 点ドキュメント 8集／ 21
世紀の潮流・ラテンアメリカの挑戦 2集／シリーズ変貌する日米同盟 2 集／シリーズ小泉改革
5 年を問う 2集
2007 新・シルクロード 9集／激流中国 11 集／ミラクルボディー 5集／にっぽん家族の肖像 6集／
2008
病の起源 6集／激流中国 3集／揺れる大国・プーチンのロシア 4集／沸騰都市 9 集／女と男：
最新科学が読み解く性 3集
2009
シリーズ JAPANデビュー 4集／マネー資本主義 5 集／ MEGAQUKE巨大地震 4 集／ミラク
ルボディー 3集
2010
アフリカンドリーム プロジェクト JAPAN／シリーズ日本と朝鮮半島 5 集／シリーズ日米
安保 50 年 4 集／日本人はなぜ戦争へと向かったのか 4集
2011
シリーズ原発危機 3 集／シリーズ日本新生 7 集／ヒューマンなぜ人間になれたか 4 集／プロ
ジェクト JAPAN／シリーズ東日本震災 8集
2012
シリーズ日本新生 4集／シリーズ東日本震災 8集／ MEGAQUKE巨大地震 3 集／知られざる
大英博物館 3 集／宇宙の渚 3 集／ミラクルボディー 4集
2013
MEGAQUKE巨大地震 4 集／シリーズ深海の巨大生物 2 集／シリーズ・日本新生 7 集／中国














の普及率が日本ではほぼ 100% に達していたが，中国ではまだ 364 万台程度(16) であって，













1976年 9 月，毛沢東氏の死によって「文革」が終焉するとともに，中国 CCTVにも大きな
変化の波が寄せてきた。現在 CCTV が公式的に認めている「大型番組」としての初のドキュ
メンタリーは，表 6にあるように，日中共同取材で完成した『シルクロード』(1980 年) と
なっている。こういった日中共同の取材もしくは共同制作の番組は，CCTV が公表する大型




では『大黄河』というタイトルで 1986年 4 月から 1987 年 3 月まで 10 回シリーズで放送され










佛教大学社会学部論集 第 59 号 (2014 年 9 月)
― 17 ―
表 6 CCTV大型ドキュメンタリー番組の 30 年史
放送年度 集 (回) 番組名 (中国語：日本語)
1980 15 丝绸之路 シルクロード
1983 25 话说长江 長江を語る
1984 20 唐蕃古道 唐蕃古道
1986 28 话说运河 運河を語る
1988 12 让历史告诉未来 歴史から学ぶ未来
1989 30 黄河 黄河
1991 12 望长城 長城を望む
1992 1 远在北京的家 遠い北京にある家
1992 18 广东行 広東への旅
1993 1 最后的山神 最後の山神
1993 12 毛泽东 毛沢東
1994 1 龙脊 龍の脊椎
1997 12 邓小平 鄧小平
1997 12 香港沧桑 香港返還
1999 12 澳门岁月 マカオの歳月
2000 360 百年中国 百年中国
2004 6 复活的军团 復活してきた軍団
2005 12 故宮 故宮
2006 11 新丝绸之路 新シルクロード
2006 33 再说长江 長江再び
2006 12 大国崛起 そびえたつ大国
2006 1 圆明园 円明園
2007 6 复兴之路 復興の道
2007 8 香港十年 香港の十年
2007 11 森林之歌 森の歌
2008 20 同饮一江水 同じ河の水を飲む
2009 8 澳门十年 マカオの十年
2010 10 公司的力量 会社の力
2010 10 敦煌 敦煌
た。中国の都市部でカラーテレビ受像機の普及率が 50%になったのは 1990 年で，1997 年に
なってようやく 100.48% となった(20)。1999 年にメディアに関するガイドラインの 82 号文
書(21) が発令されて，県レベルの放送局を廃止するとともにラジオとテレビのネットワークの
統合，番組制作と放送の分離等の構造改革に踏み切った。また 2001 年 11 月中国がWTOに
正式に加盟する事になり，外資のインターネット産業への参入が可能となった。しかし，中国




CCTVのデジタル化は 2001 年末に完了しており，その時点でHDTV (高精細度テレビ) の試
験放送も始まっていた(22)。ちなみに CCTVは 2008年にHDTVを全面展開し，2015 年にはア
ナログ放送を終了する予定である。




迎えるCCTVドキュメンタリーチャンネル (以下，CCTV-CH9 とする) の成立の背景や戦略，
意義，そして東アジアにおける今後の可能性について簡略に述べたい。
2011 年 1 月 1 日，CCTV-CH9 は世界を舞台とすべくグローバル化を意識して英語と中国語
による 24時間体制の専らドキュメンタリー番組を放送するシステム(24) として電波を発した。
CCTV-CH9 は番組編成とチャンネルの性格が認知度の高い既存の「Discovery Channel｣(25) と
類似している。CTV-CH9 の視聴率は年々増えてきて，創立直後の 2011 年前期 (1 月〜10 月
9 日まで) の調査では，0.25%から 0.50%に増加していて，特に 18 時から 24時のタイム台の
視聴率は当初より 70% 以上増加していた(26)。もはや CCTV-CH9 は「一日平均視聴者規模が
2012 年にはおよそ 6.6億人となってきて，中国視聴者の満足度において科教ジャンル (科学と
教育チャンネル) のカテゴリで 1位となっており，インターネット調査によると CCTV のす
べてのチャンネルのなかで“一番好きなチャンネル”に選ばれた」という(27)。











の番組の尺は基本的に 30 分と 60 分の 2パータンである。コンテンツは，大体，自主・委託制

















する熱望が高くなってきていた。韓国の公共放送局である KBS では，1994 年に始まった
『KBSスペシャル』のなかでドキュメンタリー番組を主にカテゴライズしてきた。韓国 KBS
で「大型番組」としてドキュメンタリーが制作されたのは，表 7 にあるように，2000 年代に
なってからである。これは既に検討してきたように日中に比べて遅い。単純な時間的な差から
みると 1980 年に放送された日本の『シルクロード』よりは約 25 年遅れている。KBS の初期
の大型番組に関わってきたベテランの制作者(29) は，「それは放送だけの問題ではなく，いろん
な側面が絡み合っていて，条件が揃わないとなかなか難しい。経済的な原因も大きい」と言っ




























表 7 KBSグローバル大企画 (大型番組制作) の歩み
年度 集 番組名 (日本語：ハングル)
2004 6 陶磁器 도자기
2007 4 儒教 2500 年の旅 유교, 2500년의 여행
2007 6 「Insight Asia」茶馬高道 인사이트아시아 차마고도
2009 6 「Insight Asia」ヌードルロード 인사이트아시아 누들로드
5 「Insight Asia」人間の地 인사이트아시아 인간의땅
2011 4 青い地球の最後の遺産 コンゴ 푸른지구의마지막유산 콩고
4 東アジア生命大探査 アムール 동아시아생명대탐사 아무르
4 八萬大藏經千年特集 ダルマ 팔만대장경천년특집 다르마
3 「KBS 特別企画」金正日 KBS특별기획 김정일






5 人間と魚の大叙事詩 スーパーフィッシュ 인간과물고기의대서사시슈퍼피쉬
2013 4 ホモ・アカデミクス 공부하는인간









































( 1 ) 佛教大学社会学部論集第 57 号 (2013 年 9 月 pp. 19-39)。
( 2 ) 2013 年の場合，「多文化」「越境」「放送文化」のテーマから韓国KBS局の『Love in Asia』の番組
を事例として取り上げて考察した。
( 3 ) 崔 (2013)。
( 4 ) ｢日韓中テレビ制作者フォーラム」の運営 (参加) 団体は，日本の場合は「放送人の会」「放送批
評懇談会」「放送番組センター」，韓国は「韓国放送プロデューサー連合会」「韓国放送人会」，中
国は「中国電視芸術家協会」である。
( 5 ) 性別で見ると，男性が 22名，女性が 9名になる。なお，今回は主催地が中国であったことと，中
国においてアンケート配布の事前審査と承認の手続きを想定せず赴いたため，アンケート調査に
は困難が多々あった。なお，第 1次の調査の回収数は，日本 (24名)，韓国 (15名)，中国 (8 名)
の 47 であった。
( 6 ) 崔 (2013) pp. 23-24。
( 7 ) 홍진표 (ホン・ジンピョ・第 27 代会長) KBS PDインタビュー (2013 年 10 月 17 日)。
( 8 ) 中村美子・米倉律 (2009) pp. 78-89。
( 9 ) 『シルクロード』を 14 集とする理由は，4 月からの本放送に先駆けて『シルクロードを飛ぶ』(1




(11) 内容の一部は NHK アーカイブス (http : //www.nhk.or. jp/archives/document/) と NHK スペ
シャル (http : //www.nhk.or. jp/special/backnumber/all/2013/index.html) を参照にして構成し
たものである。
(12) 吉田 (1977) pp. 104-105。






(16) Yefu, Leng ; Xinchuan, Liu (2008) p. 7。
(17) 1980 年のテレビ受像機普及率のデータは不明。なお 1980 年の中国総人口数は 98705万だった。
(18) 例えば実に『新日本紀行』シリーズの旅番組は，テレビ放送開始の 10 年後になる 1963 年 10 月か
ら (〜1981 年まで) 制作されていたので，そういった過程で積み上げたはずのノウハウや人的の
資源の豊富さは注目に値すると言えよう。
(19) Yefu, Leng ; Xinchuan, Liu (2008) pp. 4-5。
(20) この表は CCTVのサイト (Retrospect Video for 30 Years of CCTV documentaries by CCTV
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http : //jishi.cntv.cn/C22521/classpage/video/20101221/100949.shtml) を参照して作成したもの
である。
(21) 前身は 1958年に開局した北京電視台。北京電視台は現在地方局としてBTVとなっている。なお，
北京テレビに続いて上海テレビ (1958年)，広州テレビ (1959 年) が開局した。
(22) 山田 (2008)。しかし地方では 1998年の時点で白黒テレビが 63.57%で，カラーテレビは 32.59%
しか普及していなかった。
(23)「テレビ及びラジオ有線ネットワーク建設増強のための管理ガイドライン」
(24) 山田 (2003) p. 41。
(25) 正確に言えば，1997 年に英語チャンネルとして放送を始めていたが 2011 年に生まれ変わった。ま
た，当時 CCTV の CH10 もドキュメンタリーを放送していたが専用のチャンネルではなかった。
なお，既存のドキュメンタリーチャンネルであった上海テレビの紀実チャンネル，重慶テレビの
科教チャンネル，中国教育テレビ局の第 3チャンネルは地方チャンネルに留まっていた。
(26) CCTV-CH9 を中国国内で受信できる数は 9億人。英語版のCCTV-CH9 は全世界 51ヶ国と地域で
受信されており，衛星放送によって 60ヶ国以上をカバーしている。
(27) 1985 年放送開始。HPは http : //www.discovery.com/tv-shows/index.htm。
(28) Yefu, Leng ; Xinchuan, Liu (2008) pp. 4-5。
(29) 新京報 (2012 年 6月 14 日付) http : //ent.sina.com.cn/v/m/2012-06-14/02203656915.shtml
(30) 2011 年にイギリス BBC，アメリカ NBC，イギリス ITV，日本 NHK，韓国 KBS などの海外テレ
ビ局と協力関係を締結。実際，毎年海外から輸入されるドキュメンタリーはおよそ 1000時間分に
及んでいる。
(31) 신재국 (シン・ジェグック／ KBS企画制作局部長) インタビュー (2013 年 12 月 13 日)。




(34) この表は신재국 (シン・ジェグック／ KBS企画制作局部長) が提供した資料を参考にした。
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